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「関川村ふるさと応援基金」平成20年度実績 

2広報せきかわ　2009・８月号 

　
平
成
二
十
年
七
月
か
ら
開
始
し
た
「
関
川
村
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
」
に
、
大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
五
十
四
件
、
総
額
二
百
三

十
五
万
千
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
有
効
に
活
用

し
、
関
川
村
の
魅
力
を
高
め
る
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
関
川
村
に
対
す
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　広報せきかわを楽しく読ませて頂いておりま
　す。関川村のますますの発展を心からお祈り
　申し上げます。 
　少ない金額ですが、何かお役に立てれば光栄
　です。 
　もっともっと協力したいのですが、ほんの気
　持ちだけ送らせていただきます。 
　村長のお話を聞き、財源確保に御苦労と察し
　ます。少額ではありますが、何かにお役立て
　ください。 

関川村への応援メッセージ 

※寄附件数と使途件数が合致しないのは、使途種別の申し込みが複数のためです。 

地域別の寄附状況 

使途別の寄附状況 

地域種別 寄附件数 寄附金額 割　合 

県　内 

新 潟 市 

1,132,000円 48.1％ 8件 
42,000円 1.8％ 4件 

村 上 市 1,060,000円 45.1％ 3件 
新発田市 30,000円 1.3％ 1件 

関　東 

神奈川県 

1,009,000円 42.9％ 43件 
413,000円 17.6％ 16件 

関　西 

京 都 府 

200,000円 8.5％ 1件 
200,000円 8.5％ 1件 

中　部 

合　　　計 

愛 知 県 

10,000円 0.4％ 2件 

2,351,000円 100.0％ 54件 
10,000円 0.4％ 2件 

東 京 都 431,000円 18.3％ 13件 
埼 玉 県 88,000円 3.7％ 8件 
千 葉 県 75,000円 3.2％ 5件 
茨 城 県 2,000円 0.1％ 1件 

ふ
る
さ
と
へ
の
応
援
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
ふ
る
さ
と
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

「関川村ふるさと応援基金」平成20年度実績 

人口減少抑制政策に関する事業 
　　　５件 60,000円 2.6％ 

環境保全に関する事業 
　８件 657,000円 27.9％ 

教育振興に関する事業 
２件 120,000円 5.1％ 

文化・スポーツ振興に 
関する事業 

１件 5,000円 0.2％ 

都市との交流促進に 
関する事業 

１件 5,000円 0.2％ 

福祉・医療に関する事業 
10件 665,000円 28.3％ 

村長におまかせ 
33件 839,000円 
35.7％ 
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　５月26日、東京都町田市在住の坂西誠さ

んから、ふるさと応援基金へ30万円、関小

学校へ20万円のご寄付をいただきました。 

　坂西さんは、昭和19年の８月から終戦ま

での約１年間、本村へ集団で学童疎開。当

時９歳だった坂西さんは、親元から離れ、

高瀬などで下宿したそうです。「今の私が

あるのは疎開当時の体験の賜物。地元の皆

さんや関係者のご厚情は一生忘れられない」

と語る坂西さんは、自分が元気なうちに感

謝の気持ちを表すために寄付を決意したそ

うです。「私のような気持ちを沢山の方に

持っていただけたら光栄です」と話してい

ました。 

　大変ありがとうございました。 

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、

地
方
自
治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
改
善
す
る
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

国
が
創
設
し
た
制
度
で
す
。 

　
村
で
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
た
め

の
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成

二
十
年
三
月
に
「
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
」
を
創
設
。
七
月
か
ら
受
け

入
れ
を
開
始
し
、
大
勢
の
皆
さ
ま

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
の
ご
寄

附
は
、
今
年
も
引
き
続
き
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
村
出
身
の
ご
親
戚

や
ご
友
人
、
村
を
応
援
し
て
く
れ

る
方
な
ど
に
村
の
取
り
組
み
を
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
、
関
川
村
を
ぜ

ひ
応
援
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

◇
寄
附
の
方
法 

　
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
・

電
話
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
寄
附
金
の
納
入
は
皆

様
の
お
手
元
へ
書
類
が
届
い
て
か

ら
に
な
り
ま
す
。 

１．

郵
便
振
替 

２．

村
指
定
金
融
機
関
へ
の
振
込 

３．

現
金
書
留 

４．

役
場
へ
直
接
持
参 

◇
寄
附
金
を
納
入
し
た
後 

　
皆
様
か
ら
の
入
金
確
認
後
、
領

収
書
を
発
行
し
ま
す
。
領
収
書
は

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

問い合わせ・申し込み先 
〒959-3292 
新潟県岩船郡関川村大字下関912 
関川村役場総務課企画財政班 
TEL 0254-64-1476　FAX 0254-64-0079 
E-mail:somu@vill.sekikawa.niigata.jp 

＊ふるさと納税制度は、村のホームページ
　でも詳しくご覧いただけます。 
http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

2009年 平田大六村長からのメッセージ 

「忘れられない 
　　　　疎開の思い出」 

坂 西 　 誠さん（東京都町田市） 
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9月26日(土)は 

 

担ぎ手の募集は締め切りました 
大勢のお申し込みありがとうございました 

　９月26日（土）に東北電力ビッグスワンスタジア

ム（新潟市）を会場に開催される「トキめき新潟

国体」の開会式オープニングセレモニーに、村の

「大したもん蛇パレード」が参加します。 

　当日は、天皇・皇后両陛下も会場にお越しにな

り、新潟県内各地の伝統芸能やまつりなどが披露

される予定です。 

　大蛇パレードの参加にあたり、担ぎ手を募集し

たところ、大勢の方から申し込みいただきました。 

　大変ありがとうございました。 

 
当日の日程（予定） 

と　き：９月２６日(土) 

ところ：東北電力ビッグスワンスタジアム 

　 8：00　貸切バスで村を出発 

　 9：30　東北電力ビッグスワンスタジアム到着 

　10：00　大蛇パレード準備 

　11：30 ～ 12：00 

　　　　　　大蛇パレード（10分程度） 

　12：00　昼食・休憩 

　13：00　貸切バスでスタジアムを出発 

　14：30　関川村到着…解散 

＊担ぎ手の皆さんはパレード終了後、開会式を観

　覧することができません。ご理解願います。 

大蛇パレード 

●出発地　垂水の里（湯沢） 

●と　き　９時30分～12時15分 

よさこいソーラン 

●ところ　役場前特設広場 

●と　き　10時30分からと11時45分から 

龍泉太鼓披露 

●ところ　役場前特設ステージ 

●と　き　10時からと大蛇パレード終了後 

喜っ喜大会 

●ところ　役場前特設ステージ 

●と　き　龍泉太鼓終了後 

福まき 

●ところ　役場前特設広場 

●と　き　喜っ喜大会終了後 

よさこいソーラン 

●ところ　高瀬温泉街 

●と　き　17時～18時 

花火大会 

●ところ　丸山大橋下流 

●と　き　19時から 

大盆踊り大会 

●ところ　高瀬・ふるさと会館前駐車場 

●と　き　20時から 

８・28水害殉難者供養祭 

●ところ　湯沢観音公園　　　●とき　10時から 

安全祈願祭・ミニ大蛇パレード 

●ところ　おりのの碑（蛇喰）●とき　17時30分から 

灯ろう流し 

●ところ　荒川高瀬河原　　　●とき　18時30分から 

 

でパレード蛇 
じゃ 

問い合わせ先 

役場総務課企画財政班　☎６４－１４７６ 

2001年４月の「新潟21世紀記念イベント」での大蛇 
パレードのようす（ビッグスワンスタジアム） 



　第22回「えちごせきかわ大したも
ん蛇まつり」は、８月ん蛇まつり」は、８月28日（金）（金）と2929
日（土）（土）の２日間で、今年も盛大に開催の２日間で、今年も盛大に開催
されます。 
　2828日（金）（金）の灯ろう流しから始まりの灯ろう流しから始まり、
2929日（土）（土）には、約には、約400400人の担ぎ手が熱人の担ぎ手が熱
く練り歩く大蛇パレードが行われます。
また、夜は花火大会。関川村誕生55
周年にちなんだ尺玉55連発と丸山大
橋から流れるナイアガラの滝で、今年
のまつりを締めくくります。 

第22回 えちごせきかわ 

大したもん蛇 
　　　　まつり 

第22回 えちごせきかわ 

大したもん蛇 
　　　　まつり 
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第22回 えちごせきかわ 

　第22回「えちごせきかわ大したも
ん蛇まつり」は、８月28日（金）と29
日（土）の２日間で、今年も盛大に開催
されます。 
　28日（金）の灯ろう流しから始まり、
29日（土）には、約400人の担ぎ手が熱
く練り歩く大蛇パレードが行われます。
また、夜は花火大会。関川村誕生55
周年にちなんだ尺玉55連発と丸山大
橋から流れるナイアガラの滝で、今年
のまつりを締めくくります。 

大したもん蛇 
　　　　まつり 

　大蛇・小大蛇の担ぎ手を募集しています。申し込みは
各集落区長さんへ申し込みをお願いします。 
■大大蛇　中学生以上　■小大蛇　保育園児・小学生 
※小大蛇の担ぎ手のおみやげ引換券は、湯沢・高瀬温泉
　入り口・役場前の休憩所（１回目）で配布します。 
◆問い合わせ先　まつり実行委員会 
　（総務課　℡６４－１４７６） 

大蛇を担いで 
村民みんなで盛りあげましょう!!

担ぎ手 
大募集 

大蛇パレード 

花火の打ち上げ 

◆パレードコースの沿道への駐停車はご遠慮ください。 
◆パレード中は、係員の指示に従ってください。 
 
 
◆18時30分から花火終了まで、丸山大橋
　は立入禁止になります。 
◆道路上・温泉橋・川口橋上での見物は禁
　止します。（転落・交通事故防止のため） 
◆花火打ち上げ場所付近一帯は、立入禁止
　区域になりますので係員の指示に従って
　ください。そのほかにも交通規制があり
　ます。 

ご協力お願いします 

飲酒運転は祭り

であっても、も

ちろん禁止です。

楽しい祭りにな

るよう、ご協力

をお願いいたし

ます。 

湯沢 垂水の里 
9：30

高瀬 
温泉街 
9：55 
10：10 

（休憩15分） 

高瀬温泉 
入口 
10：25 
10：35 

（休憩10分） 

上関 
本村 
10：55 
11：05 

（休憩10分） 

役場前 

11：25 
11：40 

（休憩15分） 

役場前 

12：15

下関 
就業改善センター前 

11：50 
12：00 

（休憩10分） 

STARTSTARTSTART

《担ぎ手専用バス》 
●行き 

村民会館　　8：30発 

女川地区ふるさと会館 
　　　　　　8：10発 
●帰り 

村民会館　14：00頃発 
（女川地区ふるさと会館まで） 

大蛇パレード 

GOALGOALGOAL

1.4㎞ 

0.9㎞ 

0.7㎞ 

0.9 
㎞ 

0.9 
㎞ 

0.7 
㎞ 

1.4㎞ 

0.9㎞ 

0.7㎞ 

0.9 
㎞ 

0.9 
㎞ 

0.7 
㎞ 



新
成
人

新
成
人 

未
来
未
来
へ
大
き
く
は
ば
た
け

へ
大
き
く
は
ば
た
け 
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昭
和
63
年
度（
一
九
八
八
年
度
） 

　
今
年
の
成
人
式
は
、
八
月
十
五
日
、
村
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
今
年
の
成
人
式
該
当
者
は
一
九
八
八
年
度
生
ま
れ

（
昭
和
六
十
三
年
度
）
の
八
十
六
人
。
男
性
が
五
十

人
、
女
性
が
三
十
六
人
。
こ
の
内
、
村
内
に
住
所
が

あ
る
方
は
六
十
八
人
で
す
。 

＊
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
成
人
者
名
簿
は
掲

　
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

「
関
川
村
で
は
」 

●
人
口

八
、四
八
一
人 

●
世
帯
数

二
、〇
七
一
世
帯 

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
63
年
９
月
末
現
在
） 

●
燃
料
単
価
（
ガ
ソ
リ
ン
）
一
二
〇
円
／ 

▽
村
内
一
円
に
情
報
無
線
連
絡
施
設
が
完
成 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
・
１
） 

▽
「
第
１
回
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん

　
蛇
ま
つ
り
」
実
施
　
　
（
８
・
27
〜
28
） 

▽
安
角
小
学
校
新
校
舎
竣
工
　
（
２
・
28
） 

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ス
ク
ラ
ム
九
ケ
谷
」
設 

　
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
・
12
） 

▽
佐
藤
家
・
津
野
家
住
宅
が
県
文
化
財
に
指

　
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
・
15
） 

新
成
人 

未
来
未
来
へ
大
き
く
は
ば
た
け

へ
大
き
く
は
ば
た
け 

関
川
村
長 

　

平
　
田
　
大
　
六 

　
成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
成
人
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
自
分
の
行
動
に
自
分
で
責
任
を
も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
齢
に
成
長
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
ま
ず
自
覚
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九
八
八
年
頃

で
す
。 

 

　
「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ

り
」
が
は
じ
ま
っ
た
の
も
一
九
八
八
年
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
よ
び
か
け
に
応
え
て
、
関
川
村
の

若
者
た
ち
数
十
人
が
、
村
の
伝
説
に
ち
な
ん

で
、
大
蛇
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
、

自
ら
「
創
造
」
し
た
の
で
す
。
一
九
八
八
年

八
月
二
十
八
日
を
は
さ
ん
で
実
施
さ
れ
た
も

の
は
、
一
週
間
後
に
特
別
番
組
で
五
十
分
間

全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
関
川

村
の
紹
介
か
ら
は
じ
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
を

考
案
す
る
若
者
や
、
そ
の
若
者
た
ち
の
日

常
生
活
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
パ
レ
ー
ド

な
ど
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ら
し
い
構
成
で
し
た
。 

　
放
送
の
反
響
は
全
国
的
で
し
た
。「
無

名
」
の
「
関
川
村
」
が
全
国
中
に
知
れ
わ

た
っ
て
お
ど
ろ
い
た
の
は
村
民
自
身
で
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
民
は
、「
自

信
」
や
「
活
力
」
を
得
て
き
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
当
時
五
十
歳
代
で
し
た

が
、
「
顧
問
」
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
ま
し

た
の
で
、
そ
の
立
場
で
参
画
し
ま
し
た
。

創
造
さ
れ
た
お
お
ぜ
い
の
「
若
者
た
ち
」

は
、
皆
さ
ん
の
「
親
」
に
あ
た
る
年
代
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。 

　
そ
の
時
代
か
ら
、
皆
さ
ん
の
出
生
と
と

も
に
、
二
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
世
の

風
潮
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
が
出
生
さ
れ
た
頃
の
関
川
村
の
若
者
た

ち
の
創
造
力
と
心
意
気
を
紹
介
し
、
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
、
自
立
の
村
づ
く
り
に
参

画
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

そ
の
と
き 

　
あ
な
た
は

０
歳 第１回えちごせきかわ大したもん蛇まつり 

祝 祝 祝 祝 祝 新
成
人
に
期
待
す
る 



二
十
歳

二
十
歳
の
誓
い
誓
い 

二
十
歳

二
十
歳
の
誓
い
誓
い 

7 広報せきかわ　2009・８月号 

「
日
本
・
世
界
の
で
き
ご
と
」 

▽
瀬
戸
大
橋
が
開
通
　
　
　
　
（
４
・
10
） 

▽
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
撤
退
（
ジ

　
ュ
ネ
ー
ブ
合
意
）
　
　
　
　
（
４
・
14
） 

▽
川
崎
市
の
助
役
が
リ
ク
ル
ー
ト
社
か
ら
不

　
正
な
利
益
を
受
け
て
い
た
事
実
が
発
覚
。

　
後
に
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
へ
と
発
展
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
・
18
） 

▽
北
陸
自
動
車
道
が
全
線
開
通
（
７
・
30
） 

▽
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
停
戦
協
定
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
・
20
） 

▽
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
９
・
17
） 

▽
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
デ
ィ

　
ス
カ
バ
リ
ー
の
打
ち
上
げ
に
成
功 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
・
29
） 

▽
日
本
初
と
な
る
パ
ソ
コ
ン
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

　
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
確
認 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
・
13
） 

▽
全
国
の
市
町
村
に
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
と

　
し
て
一
億
円
を
配
分
　
　
　
（
11
・
29
） 

▽
昭
和
天
皇
が
崩
御
し
、
皇
太
子
明
仁
親
王

　
が
即
位
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
・
７
） 

▽
元
号
が
「
平
成
」
に
改
元
　
（
１
・
８
） 

▽
ア
メ
リ
カ
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

　
領
就
任
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
・
20
） 

▽
昭
和
天
皇
大
喪
の
礼
　
　
　
（
２
・
24
） 

 「
こ
の
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
」 

▽
人
生
い
ろ
い
ろ
（
島
倉
千
代
子
） 

▽
乾
杯
（
長
渕
剛
） 

▽
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
・
ん
…
色
っ
ぽ
い
（
工
藤
静
香
） 

▽
抱
き
し
め
てT

O
N
IG
H
T

（
田
原
俊
彦
） 

▽
愛
が
止
ま
ら
な
い
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｋ
） 

 「
こ
の
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
」 

▽
新
　
語
―
金
賞
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」 

▽
流
行
語
―
金
賞
「
今
宵
は
こ
こ
ま
で
に
」 

　
気
が
つ
け
ば
私
も
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
二
十
年
を
振
り
返
る
と
、
多
く
の
人
た

ち
に
助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
助
け
や
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
、
私
は
成

長
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
私
自
身
、
一
人
前
の
大
人
に
な

れ
た
か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
と
感
じ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
成
人
を
迎
え
て
、
あ

ら
た
め
て
両
親
や
周
り
の
先
輩
方
の
偉
大
さ

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
私
で
す
が
、
こ
の
「
成
人
」
を
機

会
に
、
ま
ず
分
別
の
あ
る
大
人
に
な
ろ
う
と

決
意
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
二
十
年
間
を
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
て
、
何
か
恩
返
し

が
出
来
る
よ
う
な
大
人
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
関
川
村
に
生
ま
れ
育
っ
て
二
十
年
。 

　
私
な
り
に
、
二
十
歳
の
誓
い
を
立
て
て
み

ま
し
た
。 

①
人
に
甘
え
ず
頼
ら
な
い
。 

②
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。 

③
迷
惑
を
か
け
な
い
。 

　
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
人

前
の
大
人
に
は
ほ
ど
遠
い
と
思
い
ま
す
。
今

で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
て
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
出
逢
い
を
大
切
に
し

て
、
自
分
に
厳
し
く
、
社
会
人
と
し
て
自
覚

を
持
っ
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
私
を
支
え
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
に
感
謝
し
、
少
し
ず
つ
恩
返
し
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
楽
し
い
二
十
代

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

　
20
年
前
の
成
人
式 

昭和63年度の新成人は、昭和42年度生まれの176人 
　　　　　　　　　　　　　（男性81人・女性95人） 

二
十
歳

二
十
歳
の
誓
い
誓
い 

近
　
　
祐

希
さ
ん（
高
田
） 

平
田
絵
里
子
さ
ん（
滝
原
） 

実行委員 

菅原尚也さん（下関）・板越達也さん（幾地）

田村　健さん（大島）・渡辺宏希さん（下関） 

成人式は私たちが盛り上げます 



8広報せきかわ　2009・８月号 

　
七
月
五
日
、
災
害
を
想
定
し
た

「
下
関
集
落
防
災
訓
練
」
が
、
村

ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
訓
練
対
策
本
部

に
し
て
行
わ
れ
、
地
元
住
民
や
消

防
団
、
関
係
者
な
ど
約
三
百
人
を

は
じ
め
、
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐

屯
地
の
隊
員
も
参
加
し
ま
し
た
。 

　
避
難
訓
練
で
は
、
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
、
今
後
も
余
震
が
続

く
こ
と
を
想
定
。
広
報
無
線
で
避

難
開
始
の
放
送
を
聞
い
た
住
民
は

隣
組
ご
と
に
分
か
れ
、
避
難
場
所

の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
避
難
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自

治
会
災
害
対
策
本
部
で
は
、
安
否

カ
ー
ド
に
基
づ
い
て
安
否
の
確
認

を
速
や
か
に
把
握
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
倒

壊
家
屋
救
出
訓
練
で
は
、
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン

マ
ー
な
ど
を
使
っ
た
迫
力
あ
る
作

業
を
見
学
し
た
ほ
か
、
自
衛
隊
災

害
救
援
機
材
の
展
示
や
国
土
交
通

省
の
降
雨
体
験
車
、
村
上
市
消
防

本
部
の
救
急
法
講
習
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
と
や

す
ら
ぎ
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
炊

き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ
、
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

て
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を

高
め
ま
し
た
。 

　
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火 

　
訓
練
も
実
施
。 

　
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
の 

�
皆
さ
ん
に
よ
る
救
出
訓
練
。 
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い 

　
　
下
関
集
落
自
主
防
災
会
で
防
災
訓
練
実
施 

補
正
予
算 

財
産
の
取
得 

臨
時
会 

7／
15

議
会
の
動
き 

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
） 

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
億
千

百
万
円
を
追
加
し
総
額
五
十
五
億

二
千
七
百
二
十
万
円
と
す
る
。 

■
関
川
診
療
所
一
般
Ｘ
線
撮
影
シ

ス
テ
ム
の
購
入 

▽
契
約
金
額 

　
　
　
　
　
　
千
百
二
万
五
千
円 

▽
契
約
相
手
方 

　
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ 

　
㈱
新
潟
支
店（
新
潟
市
中
央
区
） 

平成20年度決算をお知らせします（速報） 
　一般会計と９つの特別会計及び水道事業会計の決算がまとまりました。  
　一般会計では、中学校の耐震補強工事が終了しましたが、統合小学校の建設が始まったことで、ほぼ前年
度並みの決算額となっています。また、統合小学校建設と国の経済対策事業に必要な財源を翌年度に繰り越
すため、差引が多額となっています。特別会計では、後期高齢者医療特別会計が新たにつくられています。 
　この決算は、村議会９月定例会で認定に付される予定です。詳しくは、その後の広報せきかわでお知らせ
します。 

各会計の決算状況 

水道事業会計  

国 民 健 康 保 険  

診 療 所  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

後 期 高 齢 者 医 療  

村 有 温 泉  

宅 地 等 造 成  

簡 易 水 道  

公 共 下 水 道  

農 業 集 落 排 水  

47億87万円 

7億9,851万円 

1億1,947万円 

1億1,723万円 

7億1,542万円 

6,387万円 

494万円 

1,460万円 

4,499万円 

6億4,147万円 

1億107万円 

0.3% 

0.9% 

－10.4% 

－86.9% 

3.9% 

－ 

－16.6% 

－51.7% 

－73.1% 

－31.3% 

18.2%

45億2,843万円 

7億6,671万円 

1億1,246万円 

9,687万円 

7億1,461万円 

6,137万円 

494万円 

711万円 

4,113万円 

6億2,337万円 

9,958万円 

1億7,244万円 

3,180万円 

701万円 

2,036万円 

81万円 

250万円 

0万円 

749万円 

386万円 

1,810万円 

149万円 

－1.5% 

1.3% 

－10.3% 

－89.0% 

4.5% 

－ 

－8.0% 

－70.1% 

－75.2% 

－32.6% 

19.1%

9,987万円 

3,625万円 

－0.4% 

－68.5%

9,794万円 

7,329万円 

193万円 

－3,704万円 

－0.1% 

－52.7%

収 益 的 収 支   

資 本 的 収 支   

一　　　般　　会　　計 

特
　
別
　
会
　
計 

歳　　入　　　　前年度比　　　　歳　　出　　　　前年度比　　差引（翌年度繰越） 

収入（収益）　　前年度比　　　 支出（費用）　　 前年度比　　　　差　　引 

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 3,704万円は、過年度損益勘定留保資金で補てんしました。 



郡
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会 

9 広報せきかわ　2009・８月号 

　地域の交通安全活動に長年尽力された皆
さんに表彰状が贈られました。　＊敬称略 

■交通安全功労者県知事表彰 
　▽村上地区交通安全協会関川支部 
　　七ケ谷支会長　加藤　克夫（鮖谷） 

■交通安全功労者交通安全対策連絡協議
　会長表彰 
　▽前・村上地区交通安全協会関川支部
　　西部支会長　　渡辺惣太郎（勝蔵） 

■村上警察署長・村上地区交通安全協会
　長表彰（村内交通死亡事故ゼロ４年連
　続達成） 
　▽交通安全協会関川支部 

おめでとうございます 
交通安全表彰 

第
６
分
団
（
九
ケ
谷
）
が
二
連
覇
達
成 

　
　
　
　
　
　
県
大
会
へ
出
場 

　
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
の
郡

市
大
会
が
六
月
二
十
八
日
、
村
上

市
朝
日
地
区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
岩
船
郡
市
内
の
各
消

防
団
の
代
表
が
出
場
し
、
日
々
の

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
村
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
代

表
と
し
て
第
六
分
団
（
金
丸
・
八

ツ
口
・
片
貝
・
沼
）
が
出
場
。
気

合
の
入
っ
た
素
晴
ら
し
い
ポ
ン
プ

操
法
を
披
露
し
、
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。 

　
優
勝
し
た
第
六
分
団
は
、
郡
市

の
代
表
と
し
て
八
月
二
日
、
新
潟

市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場

し
ま
す
。 

■
大
会
結
果 

―
小
型
ポ
ン
プ
の
部
― 

優
　
勝
　
関
川
村
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
分
団
） 

準
優
勝
　
山
北
方
面
隊 

　
　
　
　
　
（
北
黒
川
・
荒
川
） 

第
３
位
　
神
林
方
面
隊
（
桃
川
） 

郡
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会 

◇第６分団選手紹介（敬称略） 
　指揮者：新野太一郎（金丸） 
　１番員：菅原　将之（片貝） 
　２番員：伊藤　祐太（ 沼 ） 
　３番員：八幡　忠隆（片貝） 
　補助員：伊藤　浩昭（聞出） 

　
七
月
七
日
、
関
川
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
協
議
会
（
吉
田
明
雄
会
長
）

主
催
の
「
第
三
十
九
回
関
川
村
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
村
民
会
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
会
員
四
百
一

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
吉
田
会
長
が
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
皆
さ
ん
が
互
い

に
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
明
る
い
村

づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
ほ
か
、
大
会

で
は
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

貢
献
し
た
皆
さ
ん
や
加
入
促
進
に

尽
力
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
を
表
彰
。

ま
た
、
結
婚
五
十
周
年
の
金
婚
夫

婦
二
十
四
組
に
は
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
。
（
順
不
同
。
敬
称
略
） 

―
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
表
彰
― 

▽
加
藤
ミ
ツ
エ
（
内
須
川
） 

▽
小
笠
原
陸
一
（
上
野
新
） 

▽
小
倉
　
ヨ
イ
（
上
関
） 

▽
河
内
　
三
郎
（
上
野
山
） 

▽
高
橋
タ
イ
子
（
大
石
） 

▽
近
　
　
ミ
イ
（
上
関
） 

▽
平
田
　
ミ
ナ
（
平
内
新
） 

▽
佐
藤
　
利
男
（
朴
坂
） 

▽
小
嶋
幸
一
郎
（
上
土
沢
） 

▽
渡
辺
　
ヨ
シ
（
下
関
） 

▽
故
・
内
山
　
保
（
大
島
） 

―
加
入
促
進
に
尽
力
― 

▽
大
金
老
人
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
功
会
長
） 

▽
上
野
新
老
人
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
（
大
島
平
会
長
） 

―
加
入
率
九
割
以
上
― 

▽
松
平
松
寿
会
（
長
田
茂
会
長
） 

▽
上
野
新
老
人
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
（
大
島
平
会
長
） 

▽
上
野
老
人
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
（
安
久
鉄
雄
会
長
） 

▽
朴
坂
睦
会
（
石
山
良
平
会
長
） 

こ
れ
ま
で
の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
層
の
ご
活
躍
を 

〜
第
39
回
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催
〜 
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展 
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七
夕
飾
り 

�
彩
り
豊
か
な
飾
り
付
け 

　
　
　
　
　
　
（
女
川
保
育
園
） 

　
第
六
十
四
回
新
潟
県
美
術
展
覧

会
（
県
展
・
新
潟
日
報
社
主
催
）

の
写
真
部
門
で
、
量
山
久
弥
さ
ん

（
川
北
小
学
校
教
頭
・
村
上
市
）

が
、
見
事
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
四
月
上
旬
に
岩
船
神

社
裏
山
の
椿
の
原
生
林
に
沿
っ
て
、

高
台
へ
上
が
っ
て
行
く
小
径
で
、

伸
び
た
椿
の
枝
が
天
井
と
な
り
ト

ン
ネ
ル
の
よ
う
な
場
所
を
撮
影
し

た
も
の
。
左
手
の
椿
林
を
貫
い
て

夕
刻
の
光
が
横
か
ら
さ
し
、
小
径

に
椿
の
一
本
一
本
の
影
が
縞
模
様

を
描
い
て
い
て
、
子
ど
も
の
頃
は

椿
の
木
が
今
ほ
ど
大
き
く
な
く
、

こ
の
よ
う
な
光
景
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
感
慨
を
覚

え
な
が
ら
撮
影
し
た
そ
う
で
す
。 

　
量
山
さ
ん
は
「
カ
ラ
ー
で
撮
影

し
ま
し
た
が
、
濃
く
暗
い
緑
ば
か

り
な
の
で
モ
ノ
ク
ロ
に
し
て
み
ま

し
た
。
そ
れ
が
印
象
の
強
い
作
品

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

県 

展 

入
選
お
め
で
と
う 

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す 

【
入
選
作
品
】
題
目
「
春
へ
の
坂
道
」 

　
　
　
量

山

久

弥
さ
ん
（
川
北
小
学
校
教
頭
・
村
上
市
） 

 

※入選作品は、８月下旬まで村民会館で 
　ご覧いただけます。 

　
大
島
集
落
で
は
、
自
治
宝
く
じ

の
助
成
金
を
受
け
て
、
集
落
セ
ン

タ
ー
に
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。 

　
整
備
し
た
備
品
は
、
ア
ン
プ
や

ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ｃ
Ｄ
カ
セ
ッ
ト
デ

ッ
キ
な
ど
音
響
設
備
十
五
品
目
。

伝
信
男
区
長
は
「
様
々
な
行
事
な

ど
で
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
村
や
他
集
落
の
行
事

な
ど
で
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

宝
く
じ
助
成
で 

　
　
　
備
品
整
備 

整備された音響設備一式 

　
上
関
集
落
で
組
織
し
て
い
る
上

関
資
源
保
全
隊（
石
山
昭
平
代
表
）

が
、
六
本
杉
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

脇
に
「
ホ
タ
ル
遊
歩
道
」
を
整
備

し
、
地
元
の
ほ
か
、
村
内
外
か
ら

大
勢
の
方
が
観
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

脇
に
、
ホ
タ
ル
が
多
く
乱
舞
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
保
全
隊
が
大
勢

の
人
か
ら
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
し
て
も

ら
お
う
と
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
事
業
の
一
環
で
整
備
し
た
も
の
。 

　
遊
歩
道
は
、
七
月
一
日
に
保
全

隊
の
メ
ン
バ
ー
が
整
備
し
、
歩
き

や
す
い
よ
う
に
砂
利
を
敷
き
、
安

全
の
た
め
支
柱
と
ロ
ー
プ
、
常
夜

灯
を
設
置
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
も
置

か
れ
て
い
て
、
と
て
も
優
雅
な
空

間
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
石
山
昭
平
代
表
は
「
大
人
も
懐

か
し
さ
を
感
じ
て
大
変
喜
ん
で
い

ま
す
。
六
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
見
ら

れ
る
の
で
、
来
年
ぜ
ひ
来
て
み
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

六本杉集落開発センター脇の「ホタル遊歩道」 

ホタルを間近で観賞 
上関資源保全隊が 
　　　　　遊歩道整備 

大
島
集
落 
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日
本
の
国
は
「
木
」
の
国
で
、

国
土
の
七
割
が
森
林
で
す
。
例
え

ば
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は

国
土
の
一
割
に
も
達
し
て
い
な
く
、

ス
イ
ス
で
も
国
土
の
四
分
の
一
と

の
こ
と
で
す
。
関
川
村
で
は
約
七

五
％
が
林
野
で
、
緑
豊
か
な
大
自

然
に
恵
ま
れ
、
森
の
中
の
暮
ら
し

で
し
た
。 

　
昔
か
ら
日
本
人
は
、
木
の
家
に

住
み
、
木
の
道
具
を
使
っ
て
生
活

し
ま
し
た
。
難
し
い
地
球
温
暖
化

論
を
言
い
出
し
た
人
は
、
一
九
八

八
年
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ン
セ
ン

と
い
う
人
だ
そ
う
で
す
。（「
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
文
明
の
関
係
」
池
田
清

彦
氏
よ
り
） 

　
関
川
村
で
は
い
ち
早
く
平
成
十

五
年
二
月
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
が
発
行
さ
れ
、

温
暖
化
防
止
の
認
識
を
深
め
る
努

力
が
な
さ
れ
て
い
て
、
「
エ
コ
」

の
村
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
文

明
社
会
の
生
活
に
慣
れ
た
私
ど
も

の
生
活
の
中
で
、
省
エ
ネ
に
取
り

組
む
運
動
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、

芽
生
え
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。 

　
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
政
治
的
に
み
た
場
合
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
中
期
目
標
は

二
〇
〇
五
年
比
で
一
五
％
減
と
す

る
発
表
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都

議
定
書
で
日
本
は
、
一
九
九
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
六
％
削

減
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た

の
で
す
が
、
現
状
で
は
逆
に
八
％

ほ
ど
増
加
し
て
い
て
、
目
標
達
成

は
極
め
て
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
森
林
を
再
生
さ
せ
、
二
酸

化
炭
素
吸
収
分
を
増
や
す
こ
と
も

取
り
組
み
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ラ
ジ
オ

な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の

積
極
的
な
報
道
が
目
に
つ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
資
料
が
少
し
古
く
な
り
ま
す
が
、

エ
コ
に
取
り
組
む
関
川
村
の
平
成

十
五
年
の
デ
ー
タ
で
、
一
世
帯
あ

た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
の

内
訳
と
全
国
平
均
と
の
比
較
で
は
、

使
用
熱
量
（
電
力
・
灯
油
・
Ｌ
Ｐ

Ｇ
）
が
全
国
平
均
の
二
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
関
川

村
が
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
電
力
や

灯
油
の
消
費
が
多
い
こ
と
か
ら
一

概
の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
参
考

ま
で
に
…
。 

　
先
般
、
何
万
冊
も
あ
る
新
潟
市

内
の
有
名
な
書
店
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
地
球
温
暖
化
問
題
の
参
考
書

は
数
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
面

白
そ
う
な
一
冊
を
買
い
ま
し
た
。

今
、
人
気
上
昇
中
の
漫
談
家
・
綾

小
路
き
み
ま
ろ
さ
ん
の
一
冊
で
す
。

そ
の
中
で
「
ま
ず
は
奥
様
の
燃
費

を
改
善
し
ま
し
ょ
う
」
「
地
球
は

今
大
変
な
の
で
す
。
ご
主
人
の
家

庭
は
氷
河
期
化
。
六
月
か
ら
世
の

お
父
さ
ん
は
ク
ー
ル
ビ
ス
。
奥
様

の
燃
費
は
三
十
分
料
理
し
て
三
時

間
食
事
、
三
十
分
歩
い
た
か
と
思

え
ば
三
時
間
テ
レ
ビ
（
一
部
抜
粋
）」 

　
何
か
と
こ
れ
か
ら
省
エ
ネ
時
代

で
す
が
、
経
費
節
減
が
求
め
ら
れ

る
家
庭
省
エ
ネ
は
、
奥
様
が
実
権

を
握
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

森
林
の
変
化
Ⅱ 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

　
　
　
　

地
球
温
暖
化

⑥
」 

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
） 

　
安
角
小
学
校
で
は
、
「
七
ケ
谷

自
慢
」
と
し
て
、
七
ケ
谷
地
域
の

魅
力
を
学
ぼ
う
と
、
毎
年
体
験
学

習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
六
月
八
日
は
、
春
の
山
菜
を
学

ぼ
う
と
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で

の
五
人
が
、
加
藤
輝
子
さ
ん
（
鮖

谷
）
の
畑
で
ワ
ラ
ビ
採
り
。
ま
た
、

祖
母
の
皆
さ
ん
と
笹
団
子
を
作
ろ

う
と
ヨ
モ
ギ
の
葉
も
摘
み
ま
し
た
。

五
十
嵐
大
夢
さ
ん
（
四
年
・
上
川

口
）
は
「
ワ
ラ
ビ
採
り
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

た
く
さ
ん
採
れ
て
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
六
月
二
十
五
日
は
、
果

樹
栽
培
の
よ
う
す
を
学
ぼ
う
と
全

校
児
童
で
佐
藤
善
一
さ
ん
（
蔵
田

島
）
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
畑
で
サ
ク
ラ

ン
ボ
狩
り
を
体
験
。
も
ぎ
立
て
の

果
実
を
味
わ
い
な
が
ら
、
大
満
足

の
体
験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。 

�
６
／
25 
　
佐
藤
善
一
さ
ん
の
サ
ク 

　
ラ
ン
ボ
畑
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り 

▲
６
／
８
　
加
藤
輝
子
さ
ん
の
畑
で 

　
ワ
ラ
ビ
取
り 

地域を知ろう 
安角小学校の 

　おいしい楽しい 

　　　　　体験学習 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　６月16日に行われた３歳児健診で、

むし歯が１本もなかった子どもたちに「ピ

ッカピッカ賞」が贈られました。 

　今回の健診対象者は９人で、むし歯

ゼロの子は４人でした。 

（順不同・敬称略） 

▽石井侑里奈（下関） 

▽渡邉　椿樹（下関） 

▽須貝　寿也（桂） 

▽大島　賢人（上野新） 

むし歯 0の子に 
　ピッカピッカ賞 

ゆ り な  

　つばき 

　としや 

　けんと 

ゼロ 

　子育て支援センター「すくすく」のお母さ

んたちで作ったサークル「Peecaboo（ピー

カーブー）」主催の「たなばたまつり」が、

７月５日、村民会館大ホールで開催されまし

た。当日は、親子約150人が参加。短冊に願

いごとを書いたり、手作り出店などの様々な

催しを楽しみながら、親子同士の交流を深め

ていました。 

ス
マ
イ
ル
サ
ー
ク
ル

ピ
ー
カ
ー
ブ
ー 

に
ぎ
や
か
に
「
た
な
ば
た
ま
つ
り
」
開
催 

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
通
称
「
メ

タ
ボ
健
診
」
と
い
わ
れ
る
特
定
健

診
―
。
村
で
は
、
今
年
の
五
月
に

受
診
し
た
方
の
結
果
説
明
会
を
、

七
月
下
旬
か
ら
各
地
域
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
都
合
が
悪
く
、
説
明

会
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
役

場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
左
図
は
、
昨
年
の
三
十
〜
七
十

四
歳
の
受
診
者
の
健
診
結
果
で
す
。

　
村
で
は
、
以
前
か
ら
「
肥
満
」

と
「
糖
」
に
異
常
の
あ
る
方
が
全

体
の
約
三
割
で
し
た
。
昨
年
度
も

同
様
の
傾
向
で
し
た
が
、
脂
質
代

謝
や
血
圧
な
ど
、
多
く
の
方
が
異

常
値
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
村
全
体
の
疾
病
予
防

や
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
た

め
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
運

動
定
着
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。 

特
定
健
診
か
ら
見
る 

　
　
　
　
関
川
村
の
特
徴
は
？ 

� 今
年
の
特
定
検
診
の
よ
う
す 

関川村の特定健診状況　＊平成20年結果 
※グラフは30歳～74歳の受診者533人中、保健指導 
　以上の割合です。 

・血圧高めや糖代謝、脂質代謝に異常のあった方が、
　受診者の半数以上ありました。 
・中でも糖代謝異常は全体の６割以上、男性の血圧高
　めも６割以上と高かったです。 
・これらと肥満が重なると脳卒中や心筋梗塞になりや
　すいといわれるメタボリックシンドロームの方は３
　割いました。 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0

割
合
（
％
） 

受診者全体 

男性 

女性 

メタボ 血圧  糖代謝 脂質代謝 貧血  

30.2 53.8 62.6 56.1 21.3

44.8 64.1 64.1 51.9 25.5

20.6 47 62.9 58.9 35.2

 



知っている知っている 
5252％ 

設置していない設置していない 
7070％ 

設置して設置して 
あるある 
1616％ 

設置する設置する 
予定予定 
1313％ 

だいたいのだいたいの 
内容を内容を 

知っている知っている 
3232％ 

知らな知らな 
かったかった 
1616％ 

ご存知ですか？既存住宅への 

　　「住宅用火災警報器」設置の義務化 

ご存知ですか？既存住宅への 

　　「住宅用火災警報器」設置の義務化 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座
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今
回
は
「
抗
生
剤
と
耐
性
菌
」

に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
で
お
話
し
ま
す
。 

 

Ｑ
「
抗
生
剤
」
と
は
ど
ん
な
薬

　
　
で
す
か
？ 

Ａ
抗
生
剤
は
と
て
も
大
切
な
薬

　
　
で
、
そ
れ
が
抗
生
物
質
で
す
。

し
か
し
、
抗
生
物
質
は
耐
性
菌
を

生
み
出
し
ま
す
。
抗
生
物
質
は
細

菌
な
ど
に
よ
る
病
気
に
効
き
ま
す
。

細
菌
に
よ
る
病
気
を
早
く
治
し
た

り
、
と
き
に
は
重
症
な
病
気
か
ら

命
を
救
っ
て
く
れ
た
り
す
る
大
切

な
薬
で
す
。 

Ｑ
抗
生
物
質
を
飲
ん
だ
ら
カ
ゼ

　
　
は
早
く
良
く
な
る
の
？ 

Ａ
い
い
え
。
普
通
の
カ
ゼ
は
ウ

　
　
イ
ル
ス
が
原
因
な
の
で
抗
生

物
質
は
効
き
ま
せ
ん
。 

Ｑ
普
通
の
カ
ゼ
の
と
き
に
、
肺

　
　
炎
や
中
耳
炎
の
予
防
の
た
め

に
抗
生
剤
を
飲
む
の
は
効
果
が
あ

り
ま
す
か
？ 

Ａ
い
い
え
。
効
果
が
無
い
ば
か

　
　
り
か
、
か
え
っ
て
体
の
中
の

菌
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
抗

生
物
質
の
効
か
な
い
耐
性
菌
が
で

き
た
り
し
ま
す
。 

　
病
気
の
始
め
か
ら
、
ウ
イ
ル
ス

か
細
菌
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

必
要
な
と
き
に
は
検
査
を
行
っ
た

り
、
一
回
で
判
断
し
な
い
で
再
度

受
診
を
お
願
い
し
た
り
し
ま
す
。

大
切
な
抗
生
物
質
は
、
本
当
に
抗

生
物
質
に
よ
る
治
療
が
必
要
な
と

き
に
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

Ｑ
抗
生
剤
を
も
ら
っ
た
ら
ど
う

　
　
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？ 

Ａ
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
飲
み
き

　
　
り
ま
し
ょ
う
。
症
状
が
良
く

な
っ
た
か
ら
、
熱
が
下
が
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
途
中
で
飲
む
の
を

や
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
治
療
に

必
要
な
日
数
分
の
抗
生
物
質
を
処

方
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ
以
前
も
ら
っ
た
抗
生
剤
を
飲

　
　
ん
で
も
良
い
で
す
か
？ 

Ａ
次
の
病
気
の
と
き
に
と
り
あ

　
　
え
ず
飲
ま
せ
る
こ
と
は
、
一

番
い
け
ま
せ
ん
。 

　
病
気
の
サ
イ
ン
を
中
途
半
端
に

消
し
て
し
ま
う
の
で
正
し
い
判
断

が
出
来
ず
、
病
気
を
こ
じ
ら
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
抗
生
剤
の
効
き
に
く
い
、
耐

　
　
性
菌
が
体
内
に
増
え
る
と
ど

う
な
る
の
？ 

Ａ
子
ど
も
に
多
い
中
耳
炎
の
治

　
　
療
が
長
引
い
た
り
、
抗
生
剤

で
し
か
治
せ
な
い
重
症
の
細
菌
感

染
症
の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
治
療
が

非
常
に
難
し
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
の
耐
性
菌
が
移
っ
て
、

同
居
し
て
い
る
高
齢
者
が
治
り
に

く
い
肺
炎･

中
耳
炎
に
か
か
る
こ

と
も
増
え
て
い
ま
す
。 

　
不
必
要
な
抗
生
物
質
は
使
わ
な

い
医
療
が
一
番
大
切
で
す
。 

     

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
☎
六
二
―
三
一
一
一 

健
康
講
座

「
抗
生
剤
と
耐
性
菌
」 

県
立
坂
町
病
院
　
小
児
科
　
石

塚

利

江

 

ご存知ですか？既存住宅への 

　　「住宅用火災警報器」設置の義務化 
　住宅火災における死者が全国的に急増していて、約66.7％が『逃げ遅れ』

によることから、火災の早期発見が重要で、寝室等への住宅用火災警報

器の設置が、新築の住宅ではすでに平成18年６月１日から義務化されて

います。 

　また、既存住宅でも平成23年５月31日までに設置しなければならないこととなっています。 

　火災での被害軽減と犠牲者を出さないためにも、まだ設置されていない世帯では早い設置が望まれます。 

◎住宅用火災警報器の設置状況調査のため村上市 
　消防本部管内の居住者から任意アンケート調査
　を行いました。（回答総数506名） 

　調査の結果、設置しなければならないことは、80％以上が

認識していますが、村上市消防本部管内の約25,000世帯のうち、

設置している世帯は約4,000世帯（16％）という低い推定結果

になりました。 

悪質業者による訪問販売に注意してください！！ 
住宅用火災警報器についてのお問い合わせは　◆村上市消防本部・消防署☎53-0119 関川分署☎64-2579

知っている 
52％ 

設置していない 
70％ 

設置して 
ある 
16％ 

設置する 
予定 
13％ 

だいたいの 
内容を 

知っている 
32％ 

知らな 
かった 
16％ 

設置したくない 1％ 

住宅用火災報知器の設置が義務と 
なったことを知っていますか？ 

お宅には、住宅用火災報知器が 
設置してありますか？ 



人生の節目祝う 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 
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　いよいよ夏の到来です。日一日と暑さが増してきて、暑いのが苦手な方にはちょっと堪えるこの季

節…。そんなときはぜひ、図書室で涼をとりながらお気に入りの一冊をゆっくり楽しんでみては？ 

9（日）22（土） 

1（土）16（日）29（土） 

「ウエズレーの国」 
ポールフライシュマン作　Eホ 

「晴れ、ときどきアスペルガー」 
今村　志穂　著　　９１３イ 

　ウエズレーは夏休みの自由研究で
一念発起！新種の作物を作り出し、
新しい文字や、数の数え方を考案。
自分だけの特別な文明を作り出す。
夏休みにぴったりの絵本!!

　長男が変わっているのは、私の育
て方のせい…？作者の実体験をもと
に、「アスペルガー症候群」の子ど
もと向き合った、母と家族の感動物
語です。 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

人生の節目祝う 

　人生の節目を祝う「還暦のつどい」が６月28日、あらかわ荘を会場
に開かれました。 
　今年で満年齢60歳に該当する村内在住の方は114人。そのうち46人
が出席し、懐かしい顔をあわせながら思い出話に花を咲かせました。 

還 暦 の つ ど い  

　
七
月
九
日
、
生
涯
学
習
課
主
催

の
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
」

が
村
民
会
館
休
養
室
で
開
催
さ
れ
、

親
子
十
三
組
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
は
、

〇
〜
一
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に

一
〇
〇
％
ピ
ュ
ア
オ
イ
ル
を
使
う

も
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
肌
か
ら
与

え
ら
れ
る
心
地
よ
い
刺
激
で
赤
ち

ゃ
ん
の
生
命
力
を
活
発
に
し
、
心

や
体
の
発
達
に
良
い
影
響
を
与
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
は
、

十
一
月
に
も
「
す
く
す
く
」
で
開

催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
で 

　
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ 



「人権は誰にでも 

　　　平等にある権利」 

関川中学校で人権教室 
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高

橋

　
慧
さ
ん 

（
関
川
中
学
校
３
年
・
大
石
） 

　７月27日から長岡市民体育館で開催される、

県中学校総合体育柔道大会に出場を決めた、関

川中学校男子柔道部キャプテンの高橋慧さんに

お話をお聞きしました。 

 

―下越大会は個人戦で優勝し、県大会の出場を

　決めましたが、県大会での目標は？ 

　オール一本勝ちで優勝が目標です。優勝して、

今までたくさん迷惑をかけた方、そして自分を

支えてくれた方に恩返しをしたいと思います。

今度は自分が恩返しをする番なので、絶対に優

勝して支えてくれた方に感謝の気持ちを伝えま

す。また、関川村の皆さんにも元気を与えられ

たらいいなと思っています。 

―団体戦でも県大会出場を決めました。キャプ

　テンとして、どのようにチームをまとめてい

　ますか？ 

　常にチームのみんなのことを考えるようにし

ています。あと、大会前の練習前に円陣を組ん

で気合いを入れています。みんなで一つの目標

に向かって突き進んでいるので、みんな本当に

必死です。仲間を信じ、自分を信じて、県大会

を通して一歩大人へと踏み出したいと思います。 

―柔道の他に夢中になっているものはあります

　か？ 

　柔道一筋なので、今は柔道が自分の生きがい

です。柔道以外のことは、今は何も考えられま

せん。 

―それでは、将来の夢は？ 

　お花屋さんです。 

け
い 

　
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議
の

会
長
・
伝
信
男
さ
ん
（
大
島
）
が
、

功
労
者
と
し
て
、
県
青
少
年
健
全

育
成
県
民
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

　
伝
さ
ん
は
、
平
成
六
年
か
ら
現

在
ま
で
関
川
村
民
会
議
の
会
長
を

十
六
年
間
務
め
、
長
年
に
わ
た
っ

て
若
者
の
育
成
や
村
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議 

　
伝
　
信

男
さ
ん
が

功
労
者
表
彰 

　
中
学
生
に
「
人
権
」
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
村
上
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
主
催
の
「
人
権

教
室
」
が
、
七
月
十
四
日
、
関
川

中
学
校
の
三
年
生
六
十
三
人
を
対

象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
細

野
忠
行
さ
ん（
村
上
市
）。
人
権
や

命
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
自

身
の
体
験
談
な
ど
を
交
え
な
が
ら

分
か
り
や
す
く
授
業
を
進
め
ま
し

た
。
細
野
さ
ん
は
「
人
権
は
、
誰

も
が
こ
の
世
の
中
に
生
ま
れ
て
き

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
権
に
つ

い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

語
り
か
け
ま
し
た
。 

　
五
十
嵐
有
さ
ん
（
三
年
・
上
関
）

は
「
私
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に

差
別
し
て
い
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
授
業
で
は
、
命
の
大

切
さ
や
人
権
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
、
と
て
も

よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

「人権は誰にでも 

　　　平等にある権利」 

関川中学校で人権教室 

第
８
回
県
柔
道 

体
重
別
選
手
権
大
会 

■
期
日
　
６
月
28
日  

■
会
場
　
新
潟
市
新
津
武
道
館  

■
成
績  

▽
小
学
５
年
生
女
子
の
部 

40
㎏
超
級  

第
３
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
） 

▲伝会長の表彰お祝い会のようす 
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《陸上大会》 

－男子－ 

�四種競技 

①近　　正人（幾地・３年） 

　　　　　　2,109点　※大会新記録 

⑦津野　祐真（湯沢・２年）　1,459点 

�走高跳 

②近　　正人（幾地・３年）１ｍ60㎝ 

�110ｍハードル 

⑥津野　祐真（湯沢・２年）　18秒62 

�三段跳 

⑦野澤　和希（辰田新・２年）10ｍ62㎝ 

　　　　　　　～以上県大会に出場～ 

�円盤投（県大会種目なし） 

④佐藤香津利（蔵田島・３年）27ｍ87㎝ 

⑦磯部　　晃（大島・２年）25ｍ85㎝ 

�低学年リレー（県大会種目なし） 

②加藤護男（鮖谷・１年）・高井和人（高 

　瀬・２年）・津野祐真（湯沢・２年）・

　近　聖太（宮前・１年）　　　50秒92 

－女子－ 

�走幅跳 

⑥近　　美里（辰田新・２年）４ｍ44㎝ 

�四種競技 

⑤安達ななえ（大石・２年） 1,610点 

⑥伊藤恵理香（下関・３年） 1,489点 

�走高跳 

③伊藤恵理香（下関・３年）１ｍ35㎝ 

　　　　　　　～以上県大会に出場～ 

�円盤投（県大会種目なし） 

④細野　静香（辰田新・３年）18ｍ08㎝ 

⑧佐藤　　栞（高瀬・３年）16ｍ05㎝ 

《各種大会》 

�軟式野球　②　※県大会出場 

�バスケットボール　※県大会出場ならず 

�バレーボール　※県大会出場ならず 

�ソフトテニス　※県大会出場ならず 

�卓球　※県大会出場ならず 

�剣道　※県大会出場ならず 

�柔道　男子団体　③　※県大会出場 

　　　　女子団体　②　※県大会出場 

　男子個人 

　73㎏級　①高橋　　慧（大石・３年） 

　90㎏級　③小池　一毅（下関・１年） 

　　　　　　　　～以上県大会出場～ 

　女子個人 

　52㎏級　②須貝梨菜子（高田・２年） 

　57㎏級　③長谷川夏帆（下関・１年） 

　70㎏級　①佐藤　彩花（下関・２年） 

　70㎏超級②近　　千穂（上関・１年） 

　　　　　　　　～以上県大会出場～ 

　
七
月
二
十
一
日
、
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議
（
伝

信
男
会
長
）
は
、
「
が
ん
ば
れ
！
関
川
っ
子
」
を
村

民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
激
励
会
に
は
、
村
教
育
委
員
会
や
体
育
指
導
員
な

ど
関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
。
全
国
大
会
や
北
信
越

大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

―
全
国
大
会
出
場
選
手
― 

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

▽
伊
藤
　
賢
人
（
関
川
中
学
校
３
年
・
辰
田
新
） 

＊
都
道
府
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
大
会
出
場 

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

▽
細
野
　
愛
理
（
荒
川
高
校
２
年
・
下
関
） 

▽
松
田
　
瑞
紀
（
荒
川
高
校
２
年
・
上
関
） 

▽
平
田
　
実
佳
（
荒
川
高
校
１
年
・
平
内
新
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
出
場 

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

▽
渡
辺
　
未
紅
（
荒
川
高
校
３
年
・
下
関
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
出
場 

■
剣
道 

▽
山
口
　
拓
郎
（
荒
川
高
校
３
年
・
辰
田
新
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
出
場 

■
柔
道 

▽
新
野
　
竜
弥
（
荒
川
高
校
３
年
・
金
丸
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
出
場 

―
北
信
越
大
会
出
場
選
手
― 

■
硬
式
野
球 

▽
伊
藤
　
直
輝
（
日
本
文
理
高
校
３
年
・
上
関
） 

▽
若
林
　
尚
希
（
日
本
文
理
高
校
３
年
・
下
関
） 

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

▽
近
　
友
里
恵
（
新
発
田
商
業
高
校
２
年
・
大
島
） 

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

▽
加
藤
　
愛
夢
（
新
発
田
商
業
高
校
３
年
・
鮖
谷
） 

■
柔
道 

▽
新
野
　
吉
晴
（
豊
栄
高
校
３
年
・
金
丸
） 

▽
高
橋
　
　
亮
（
東
京
学
館
新
潟
高
校
３
年
・
大
石
） 

▽
高
橋
　
健
輔
（
北
越
高
校
２
年
・
金
俣
） 

＊写真は激励会に出席された方のみ掲載しています。 

《
選
手
紹
介
》
　
　
　
　
＊
敬
称
略 
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て 

下越中学校体育大会 
　　　　　　　　　　＊○数字は順位・敬称略 

関川中健児 
の活躍 

「
が
ん
ば
れ
！

「
が
ん
ば
れ
！ 

　
　
　
　
関
川
っ
子
」

　
　
　
　
関
川
っ
子
」 

「
が
ん
ば
れ
！

「
が
ん
ば
れ
！ 

　
　
　
　
関
川
っ
子
」

　
　
　
　
関
川
っ
子
」 

「
が
ん
ば
れ
！ 

　
　
　
　
関
川
っ
子
」 
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随
想
リ
レ
ー 

65

松田加代子先生 
（安角小学校　教務主任） 

９月１日号は、鈴木精一郎先生（川北小）に 

バトンタッチ！ 

　
犬
を
飼
い
始
め
て
、
二
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

柴
犬
の
オ
ス
で
名
前
は
「
く
う
介
」
。
飼
う
前

は
、
「
家
の
中
で
、
犬
を
飼
う
な
ん
て
信
じ
ら

れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
い
ざ
飼

っ
て
み
る
と
か
わ
い
く
て
、
夜
は
家
の
中
。
日

中
は
、
犬
の
気
分
に
任
せ
、
中
で
番
犬
し
た
り

外
で
番
犬
し
た
り
。 

　
散
歩
を
通
じ
て
、
犬
友
だ
ち
も
で
き
ま
し
た
。

同
じ
柴
犬
の
ポ
ポ
ち
ゃ
ん
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト

リ
バ
ー
の
優
し
い
ラ
ッ
キ
ー
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
、

ま
っ
白
で
か
っ
こ
い
い
紀
州
犬
の
さ
く
ら
ち
ゃ

ん
。
散
歩
途
中
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
方
も

い
て
、
沢
山
の
人
と
顔
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。

関
川
村
の
四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
の
散
歩
は
、
心
が
潤
う
ひ
と
と
き
で
す
。 

　
「
愛
犬
家
は
、
犬
を
犬
と
思
っ
て
い
な
い
。

飼
わ
れ
て
い
る
犬
は
、
飼
い
主
を
人
間
と
思
っ

て
い
な
い
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
わ
が
家
は
、
そ
の
状
態
。
私
た
ち
は
、
犬

を
子
ど
も
の
よ
う
に
思
い
、
犬
は
、
私
た
ち
の

こ
と
を
自
分
と
同
じ
犬
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

　
朝
、
夕
一
日
二
回
の
散
歩
の
う
ち
、
夕
方
の

散
歩
が
私
の
担
当
で
す
。
毎
日
の
こ
と
と
な
る

と
、
大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
お
か
げ
で

気
に
な
る
体
重
も
少
し
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
家
族
に
な
つ
き
、
元
気
を
与
え
て
く
れ

る
「
く
う
介
」
は
、
家
族
同
様
の
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
す
。
幸
せ
な
一
生
と
な
る
よ
う

に
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。 

村
連
盟
会
長
杯 

　
野
球
大
会 

■
期
日
　
７
月
５
日 

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

■
結
果 

▽
優
　
勝
　
下
　
関 

▽
準
優
勝
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス 

＊
下
関
と
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス
の

二
チ
ー
ム
は
、
二
市
村
野
球
大
会

に
出
場
し
ま
す
。 

■
期
日
　
６
月
28
日 

■
会
場
　
村
上
市
荒
川
総
合
体
育
館 

■
成
績 

▽
小
学
生
男
子
団
体
戦 

第
３
位
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

《
出
場
選
手
》 

　
　
　
　
加
藤
　
和
樹
（
下
関
） 

　
　
　
　
佐
藤
　
優
太
（
大
島
） 

　
　
　
　
近
　
　
陽
貴
（
大
島
） 

▽
小
学
生
男
子
個
人
戦 

第
３
位
　
加
藤
　
和
樹
（
下
関
） 

第
17
回

下
越
地
区 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　

卓
球
大
会 

■
期
日
　
７
月1

2

日 

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

■
結
果 

優
　
勝
　
小
国
開
発
レ
ン
ジ
ャ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
国
町
） 

準
優
勝
　
舟
入
町
二
丁
目
ソ
フ
ト
ボ

　
　
　
　
ー
ル
ク
ラ
ブ（
新
発
田
市
） 

第
３
位
　
関
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
　
　
　
愛
好
会
　
（
関
川
村
） 

　
同
　
　
岩
船
イ
ー
グ
ル
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
市
） 

第
15
回

村
教
育
委
員
長
杯 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
大
会 

第
9
回
全
国
障
害
者 

　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

ト
キ
め
き
新
潟
大
会 

　
　
　
　
　
へ
出
場 

　
十
月
十
日
か
ら
東
北
電
力
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
る
「
第
９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
・
ト
キ
め
き
新
潟
大
会
」

に
、
高
野
義
昭
さ
ん
（
大
島
）
が

出
場
さ
れ
ま
す
。 

　
高
野
さ
ん
が
出
場
す
る
種
目
は

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
。
輪
の
中

に
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
、
成
功
率
を

競
う
も
の
と
、
距
離
を
競
う
遠
投

の
二
種
目
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

高
野
さ
ん
は
、
昨
年
も
全
国
大
会

に
出
場
。
前
回
の
リ
ベ
ン
ジ
の
た

め
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

高
野
義
昭
さ
ん
（
大
島
） 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・クリームチーズ　200ｇ　・粉ゼラチン　10ｇ（２袋） 

・純乳脂肪生クリーム（牛乳）　150ml　・水　40ml 

・上白糖　50ｇ　・全粒粉クラッカー　90ｇ 

・黒すりごま　大さじ３　・食塩不使用バター　50ｇ 

ごまチーズバー 
　冷やして食べると、とてもさっぱりしていて、

これからの季節にピッタリのおやつです。ごまの

風味が香ばしく、子どもにも人気のある一品です。 

①クリームチーズは室温に戻しておく。ボウルに生クリー
　ムを入れ、泡だて器で６分立てにして、使用直前まで冷
　蔵庫へ入れておく。 
②小さなボイルに分量の水を入れ、ゼラチンを入れてふや
　かしておく。 
③型にラップを敷いておく。 
④全粒粉のクラッカーをビニール袋に入れ、めん棒でたた
　いて細かく砕く。ボウルに移し、湯せんで溶かしたバタ
　ーを加えてよく混ぜる。③の型の中へ入れ、ゴムベラで
　押さえるように敷きつめる。 
⑤他のボウルにクリームチーズを入れ、木べらでクリーム
　状に練り、砂糖を加えてよくすり混ぜる。①の生クリー
　ムと黒ゴマを加えてよく混ぜる。 
⑥ゼラチンの入ったボウルに⑤の生地を大さじ３ほど加え、
　湯せんにかける。完全に溶けたら⑤へ戻し、手早く混ぜ
　合わせ④の型へ流し、表面を平らにならして冷蔵庫で１
　～２時間冷やし固める。 
※生クリームを牛乳に変えて作ると、100kcalヘルシーに
　なります。 

梅
雨
空
を
低
く
飛
び
交
う
軒
燕
花
の
支
柱
に
　
　

小
池
　
啓
子 

休
ん
で
お
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

馬
鈴
薯
の
薄
紫
の
花
見
詰
め
母
と
摘
み
た
る
　
　

須
貝
　
恵
美 

山
畑
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

転
戦
の
地
獄
の
果
て
の
ベ
ン
ガ
ル
湾
語
る
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

老
の
眼
異
様
に
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

〆
切
が
な
く
な
り
し
よ
り
締
ま
り
な
く
一
日
　
　

渡
辺
千
恵
子 

ひ
と
日
が
過
ぎ
ゆ
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

下
校
の
子
は
挨
拶
交
わ
し
爽
や
か
に
ペ
タ
ル
を
　

山
口
　
藤
枝 

踏
み
つ
軽
や
か
に
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

65

短

　

歌 

（６人分） 



大 島 陽 一  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
悔
い
」・「
世
辞
」 
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誉
め
言
葉
ほ
し
く
て
お
世
辞
た
っ
ぷ
り
と
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

妥
協
ぐ
せ
悔
い
が
わ
た
し
を
せ
め
て
く
る
　
　
　

平
田
　
千
恵 

卒
寿
も
う
冴
え
る
事
な
し
日
日
平
和
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

ク
ラ
ス
会
世
辞
を
云
わ
れ
て
御
酌
す
る
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

妻
の
す
す
め
無
視
し
て
悔
い
る
俄
雨
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

 

喜
雨
を
得
て
日
毎
伸
び
ゆ
く
田
を
眺
む
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

収
穫
の
思
ひ
に
ふ
く
ら
む
柿
若
葉
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

過
ぐ
る
速
さ
夏
越
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
来
し
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

落
ち
梅
に
乗
り
て
転
げ
し
梅
雨
晴
れ
間
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

ど
く
だ
み
の
花
点
々
と
館
跡
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

紫
陽
花
や
お
ち
こ
ち
見
据
え
猫
通
る
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

　
日
本
銀
行
の
人
事
局
長
を
務
め
た

大
島
陽
一
さ
ん
は
昭
和
十
年
十
月
二

十
四
日
関
川
村
上
野
新
に
大
島
五
郎

の
長
男
と
し
て
出
生
。
幼
少
期
は
郷

里
で
過
ご
し
、
三
年
生
か
ら
五
年
生

ま
で
女
川
国
民
学
校
で
学
ん
だ
。 

　
東
京
都
立
西
高
校
を
経
て
昭
和
三

十
三
年
三
月
東
京
大
学
経
済
学
部
を

卒
業
。
同
年
四
月
日
本
銀
行
に
入
行
。 

　
昭
和
四
十
四
年
十
月
か
ら
二
年
半
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
事
務
所
に
勤
務
。

ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
昭
和
四
十

六
年
八
月
）
等
国
際
通
貨
体
制
の
激

動
を
背
景
に
、
西
ド
イ
ツ
中
央
銀
行

と
の
情
報
交
換
、
欧
州
経
済
動
向
の

調
査
に
尽
力
し
た
。
昭
和
五
十
二
年

調
査
局
内
国
調
査
課
長
に
就
任
。
第

二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
日
本
経

済
は
再
び
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
が
適
切
な
経
済

分
析
を
遂
行
し
、
こ
れ
を
未
然
に
防

止
し
た
功
績
は
大
き
い
。 

　
昭
和
五
十
五
年
五
月
小
樽
支
店
長

に
就
任
。
小
樽
経
済
の
不
振
か
ら
の

脱
出
の
方
向
（
観
光
振
興
等
）
を
提

言
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
七
年

十
二
月
か
ら
六
か
月
間
の
考
査
役
を

経
て
昭
和
五
十
八
年
五
月
調
査
統
計

局
次
長
に
就
任
。
日
銀
作
成
経
済
統

計
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
各
種

国
際
経
済
会
議
に
日
銀
を
代
表
し
て

出
席
し
た
。
昭
和
六
十
年
五
月
政
策

委
員
会
室
長
と
し
て
、
日
銀
金
融
政

策
を
決
定
す
る
政
策
委
員
会
の
運
営

に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
六
十
一

年
五
月
人
事
局
長
に
就
任
。
二
年
間

に
わ
た
っ
て
日
銀
業
務
の
近
代
化 

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
）
を
支
え
る
人

材
確
保
に
力
を
注
い
だ
。 

　
昭
和
六
十
三
年
六
月
東
京
銀
行
に

転
じ
常
務
取
締
役
を
経
て
平
成
四
年

六
月
専
務
取
締
役
に
就
任
。
国
内
各

金
融
機
関
と
の
業
務
協
力
、
東
銀
欧

州
・
中
近
東
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
力

を
尽
く
し
た
。
平
成
六
年
六
月
よ
り

六
年
間
に
わ
た
っ
て
東
銀
リ
サ
ー
チ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
長
・
理
事

長
を
務
め
た
。
東
銀
グ
ル
ー
プ
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
代
表
者
と
し
て
各
種
調

査
活
動
を
指
揮
し
た
。 

　
平
成
十
二
年
四
月
よ
り
六
年
間
、

帝
京
大
学
経
済
学
部
教
授
を
務
め
た
。 

　
金
融
論
、
国
際
金
融
論
を
講
義
、

学
部
最
多
の
聴
講
者
を
集
め
た
。
ま

た
ア
ジ
ア
経
済
に
つ
き
英
文
論
文
を

執
筆
し
た
。 

　
現
在
、
日
本
フ
ォ
ス
タ
ー
・
プ
ラ

ン
協
会
（
発
展
途
上
国
の
児
童
教
育

を
援
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
理
事
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。 

　
な
お
、
大
島
陽
一
さ
ん
は
平
成
元

年
十
一
月
、
日
本
の
経
済
調
査
団
の

一
員
と
し
て
訪
れ
た
東
ベ
ル
リ
ン
で

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
を
体
験
し
た
。 

　
平
成
九
年
三
月
、
関
川
村
商
工
会

主
催
の
文
化
講
演
会
の
講
師
と
し
て

関
川
村
を
訪
れ
た
。 

○
著
書 

・
ア
ジ
ア
経
済
入
門 

　
　
　
　
　
（
東
洋
経
済
新
報
社
） 

・
景
気
予
測
入
門 

　
　
（
共
著
・
日
本
経
済
新
聞
社
） 

・
ド
イ
ツ
の
通
貨
と
経
済 

　
（
共
訳
書
・
東
洋
経
済
新
報
社
） 

○
大
島
家
の
系
図 

　
先
祖 

　
　
門
四
郎
―
　
幸 

　
　
　
　
　
三
郎 

　
　
　
　
　
タ
イ
―
五
郎
―
陽
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
幸
二
―
文
雄 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 

に
わ
か
あ
め 
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加藤夏樹さん かおるさん（大島） 

武　秋 さん（15歳） 

恭　平 さん（13歳） 

灯　愛ちゃん（７歳） 

　傑　ちゃん（６歳） 

たけ　　 あき 

きょう　　 へい 

　とも　　　み 

　　すぐる 

　わが家の人気者、４人兄弟の末っ子、傑ちゃんは1,690グラムで小さ

く生まれましたが、今では兄弟の中で１番の元気者です。生き物が大好

き、お友だちが大好き、毎日起きている間は色々な遊びで大忙しです。 

　兄弟仲良く、すくすくと成長してね！！ 

●６月16日～７月15日までの届出● 

20

平成21年６月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,065世帯（－４） 
総 人 口　　6,830　人（－９） 
　 男 　　　3,274　人（－２） 
　 女 　　　3,556　人（－７） 

転入　６人　　転出　10人 

出生　５人　　死亡　10人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

大島　ツル　さん　　86歳　　上野新 
渡�　イツ　さん　　87歳　　　沢 
白坂スズヱ　さん　　74歳　　上　関 
近　　　清　さん　　84歳　　大　島 
金子　アサ　さん　　84歳　　小和田 
傳　　�治　さん　　76歳　　大　石 
園部　　修　さん　　79歳　　下　関 
金子　留藏　さん　　86歳　　大内渕 

　小　池　祐　樹　さん　　下　関 
（佐　藤）夏　美　さん　（村上市） 

　佐　藤　和　也　さん　　上　野 
（�　野）恵里香　さん　（村上市） 

屋久島の山野草 

　屋久島は鹿児島県の佐多岬からおよそ70㎞の沖

合にあり、面積約505㎞
2
の日本で４番目に大きな

島です。日本百名山に数えられる宮之浦岳は阿蘇

山より高い、標高1,935mで九州一の高山です。

　また、山間部は年間10,000㎜の降雨があり、こ

の雨量は世界最多雨量といわれるインドのアッサ

ム地域の12,000㎜に匹敵します。気候条件は亜熱

帯から亜寒帯までの地域を含み、屋久島を南限と

する植物が約230種、北限とする植物が約70種も

あります。杉の南限でもあり、屋久杉

と呼ばれていて、何千年も生きてきた

縄文杉などが有名です。 

　この独特の自然条件により、山野草

も独自の進化をとげ、固有種が約40

種あるといわれます。ヤクシマウメバ

チソウやヤクシママイヅルソウ、ヤク

シマショウジョウバカマなど、ヤクシ

マの冠名が付く花は一般的に矮性なの

が特徴です。屋久杉の下で日照時間も

短く、多雨な条件から矮性に進化した

ものと想像が膨らみ、一度は訪ねてみ

たい花の島ですね。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

�7月22日の皆既（部分）日食を皆さん
ご覧になりましたか？右下の写真は、午
前11時過ぎに役場庁舎のベランダから
撮影したものです。当日は曇り空でした
が、雲の切れ間から太陽が欠けていくよ
うすが観察できました。次回、日本の陸
地から皆既日食が観
測できるのは、26
年後の2035年9月2
日に北陸や北関東で
観測出来るとのこと
です。（つ） 

�
屋
久
島
の
「
縄
文
杉
」 

お誕生おめでとうございます 

真　琉ちゃん（男）　上土沢 
　　　　　　高橋　正三・はるみさん 

　凜　ちゃん（女）　下　関 
　　　　　　石井　孝宏・直 美 さん 

優　大ちゃん（男）　辰田新 
　　　　　　山口　憲一・　茜　さん 

紳一朗ちゃん（男）　小　見 
　　　　　　平田　史朗・淳 子 さん 

七　海ちゃん（女）　高　田 
　　　　　　近　　和行・真 衣 さん 

悠　真ちゃん（男）　　沢 
　　　　　　堀　　直樹・はるみさん 

　ま さ る  

　　りん 

　ゆ う だ い  

しんいちろう 

　な な み  

　ゆ う ま  




